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◆
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

「
つ
っ
ち
ょ
」
さ
ん
よ
り
絵
本
「
赤

毛
の
ロ
ッ
ソ
」
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
絵
本
は
子
ど
も
た
ち
に

「
わ
か
り
や
す
く
い
じ
め
に
つ
い

て
考
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い

か
ら
つ
っ
ち
ょ
さ
ん
が
制
作
し
た

も
の
で
、
市
内
小
・
中
学
校
の
図

書
館
に
配
置
し
ま
す
。

◆
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
㈱
か
ら
防

犯
ホ
イ
ッ
ス
ル
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
ホ
イ
ッ
ス
ル
は
全
小
学
校
の

新
一
年
生
に
学
校
を
通
じ
て
お
渡

し
し
ま
す
。

◆
公
益
社
団
法
人
青
梅
法
人
会

か
ら
非
接
触
型
温
度
計
・
消
毒
機

７
台
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

寄
附
は
、
公
益
社
団
法
人
青
梅
法

人
会
が
小
学
生
を
対
象
に
、
税
金

が
毎
日
の
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う

に
役
立
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
、
理
解
と
関

心
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施

し
て
い
る
「
税
に
関
す
る
絵
は
が

き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
周
知
を
目
的

に
寄
附
い
た
だ
く
も
の
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
対
策
と
し
て
、
市
内
小
学
校
７

校
に
配
置
し
ま
す
。

 

問
合
せ  

教
育
支
援
課
学
務
・
給

食
係
☎
５
５
１・１
９
４
８

令
和
３
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
（
３
月
２
日
本
会
議
）
に

お
い
て
、
川
越
教
育
長
が
、
福

生
市
教
育
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

教
育
方
針
を
述
べ
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
令
和
２
年
度
の
状
況

を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
福
生

市
教
育
大
綱
及
び
福
生
市
教
育

振
興
基
本
計
画
第
２
次
の
も
と
、

新
規
施
策
も
含
め
て
、
よ
り
質

の
高
い
教
育
の
推
進
を
軌
道
に

乗
せ
、
持
続
、
安
定
的
に
取
り

組
み
つ
つ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
対
応
に
追
わ
れ
た
一

年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
に
伴
う
、
国
の

緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
や
、
市

内
の
小
・
中
学
校
で
は
全
国
一
斉

臨
時
休
業
の
実
施
な
ど
、
こ
れ

ま
で
、
当
た
り
前
に
過
ご
し
て
い

た
日
常
が
一
変
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
も
、

福
生
市
独
自
の
児
童
・
生
徒
の

学
習
状
況
調
査
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

教
育
へ
の
着
手
や
、
特
別
支
援

教
育
の
確
実
な
推
進
、
そ
し
て
、

不
登
校
特
例
校
分
教
室
の
開
室
、

幼
保
小
の
円
滑
な
接
続
に
関
す

る
研
究
、
コ
ロ
ナ
禍
を
配
慮
し
て

の
池
上
彰
氏
の
特
別
講
演
会
の

開
催
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
の
教
育
委
員
会

の
主
要
な
事
業
は
、
令
和
２
年

度
と
同
様
、
教
育
振
興
基
本
計

画
実
施
計
画
に
沿
っ
て
着
実
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
学
校
教
育
に
関
し
ま

し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も

「
学
び
を
止
め
な
い
」、「
逆
境
の

中
で
こ
そ
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
き

め
細
や
か
な
教
育
の
推
進
に
努

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

よ
り
重
要
度
が
明
確
に
な
っ
た

こ
と
も
た
く
さ
ん
ご
ざ
い
ま
す
。

例
え
ば
、
個
別
最
適
化
す
る
教

育
と
集
団
の
中
で
培
う
教
育
に

つ
い
て
で
す
。
そ
し
て
学
習
指
導

要
領
に
新
た
に
明
記
さ
れ
た「
学

び
に
向
か
う
力
の
育
成
」
を
は

じ
め
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

た
実
施
計
画
こ
そ
が
教
育
効
果

を
よ
り
高
め
る
も
の
と
確
信
を

い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
そ
の

実
行
性
を
高
め
る
べ
く
、
各
学

校
と
一
体
と
な
っ
て
質
の
高
い
教

育
の
諸
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

そ
の
中
で
特
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
関
し
ま
し
て
は
、

令
和
３
年
１
月
に
市
内
小
・
中

学
校
の
児
童
・
生
徒
各
一
人
に
１

台
ず
つ
端
末
を
配
布
し
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
教
育
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
令
和
３
年
度
は
学
校
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め

に
、
各
校
の
校
務
系
シ
ス
テ
ム

の
セ
ン
タ
ー
サ
ー
バ
化
を
行
い
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
い
で
ま
い

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
学
校
間

や
教
育
委
員
会
と
の
デ
ー
タ
の

や
り
取
り
の
円
滑
化
な
ど
が
期

待
で
き
、
二
要
素
認
証
に
よ
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

次
に
社
会
教
育
関
連
で
ご
ざ

い
ま
す
。

生
涯
学
習
推
進
課
で
は
、
成

果
も
確
認
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら

令
和
３
年
度
も
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
、
進
学
目
的
の
学
習

支
援
事
業
で
あ
る
「
ス
タ
デ
ィ
・

ア
シ
ス
ト
事
業
」
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
関
連
に
つ
き
ま
し
て

は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実

現
に
向
け
、行
政
、市
民
、ス
ポ
ー

ツ
関
係
団
体
等
が
連
携
し
て
ス

ポ
ー
ツ
推
進
に
関
わ
る
施
策
を

総
合
的
、
計
画
的
に
実
行
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
た
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
を
改
定
い
た
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
中
央
図
書
館

を
は
じ
め
と
す
る
教
育
関
連
施

設
は
ど
の
施
設
も
建
設
か
ら
数

十
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
対
策

や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
央
図
書

館
に
関
し
ま
し
て
は
、
令
和
３

年
度
に
改
修
に
向
け
た
実
施
設

計
を
行
い
ま
す
。

最
後
に
社
会
教
育
全
般
に
言

え
る
こ
と
で
す
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

様
々
な
事
業
を
取
り
や
め
る
、

延
期
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
感
染
状

況
は
先
が
見
え
な
い
状
況
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、「
教
育
は
人
づ

く
り
」
の
言
葉
を
常
に
念
頭
に

置
き
、
様
々
な
立
場
、
状
況
に

あ
る
市
民
の
方
々
が
学
び
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
感
染

防
止
対
策
や
様
々
な
工
夫
を
講

じ
な
が
ら
、
各
種
講
座
や
事
業

な
ど
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

令
和
３
年
度

福
生
市
教
育
方
針

○東京都人権施策推進方針及び都教育委員会の教育目標、基本方針に基づき、
人権尊重の理念を広く社会に定着させ、あらゆる偏見や差別の解消を目指す
とともに、人権教育の一層の充実を図ります。

○中央図書館は、空調設備等が老朽化しており、バリアフリー化についても未
対応であるため、空調設備等の更新、バリアフリーの整備、長寿命化を図る改
修工事を行います。令和３年度は、実施設計を行います。

○校務システムの更改を行うとともに、各学校間をつなぐネットワークを構築し
ます。このことにより、学校間の情報共有の効率化等を図り、校務の効率化、
授業の質の向上を図ります。

○東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会の開催機運を盛り上げるた
めに、オリンピアンを招き、トークイベントを実施します。

○市民のスポーツ習慣の定着促進及び健康増進並びにパラスポーツの理解促進
及び普及啓発を図るため、スポーツクラブの指導者等を招き、パラスポーツの
体験会を行います。

令和３年度福生市一般会計予算 248 億 1 千万円が３月の市議会定例会で認定され、
そのうち教育費は 12.4％の 30 億 8,754 万円の予算額となりました。

教育総務費　14 億 6,526 万 4 千円
教育委員会とその事務局、小中学校の教育指
導に要する経費

小学校費　3 億 3,596 万 7 千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

中学校費　1 億 9,429 万 7 千円
学校の運営、学校施設の整備に要する経費

社会教育費　8 億 1,345 万円
公民館、市民会館、図書館、プチギャラリー、
茶室の運営や、青少年の健全育成、文化財保
護などに要する経費

保健体育費　2 億 7,856 万 2 千円
体育館及び屋外体育施設の管理、スポーツの
推進事業に要する経費

教育総務費
47.5％

小学校費
10.9％

中学校費
6.3％

社会教育費
26.3％

保健体育費
9.0％

教育費
30億

8,754 万円

「
施
設
公
園
課
建
築
営
繕
グ

ル
ー
プ
」
が
、
学
校
施
設
を
含
め

た
施
設
等
の
一
元
管
理
、
計
画
的

な
維
持
管
理
等
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
に
伴
い
、「
教
育
総
務
課
学

校
施
設
係
」
を
廃
止
し
ま
し
た
。

な
お
、「
施
設
の
目
的
外
使
用
等

に
関
す
る
こ
と
」
等
、
施
設
の
管

理
・
運
営
に
関
す
る
こ
と
は
「
教

育
総
務
課
教
育
総
務
係
」
が
引
き

継
ぎ
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の
前

倒
し
に
よ
り
初
期
整
備
体
制
が
図

ら
れ
、
設
置
し
た
当
初
の
目
標
を

達
成
し
た
こ
と
か
ら
、「
教
育
部

主
幹
（
特
命
担
当
）」
を
廃
止
し

ま
し
た
。
な
お
、
所
管
し
て
い
た

業
務
は
「
教
育
部
主
幹
（
教
育
施

策
担
当
）」
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。

 

問
合
せ  

教
育
総
務
課
教
育
総
務

係
☎
５
５
１・１
９
３
０

◆
青
梅
信
用
金
庫
か
ら
現
金

20
万
円
と
テ
ン
ト
１
張
り
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
寄
附
は
「
あ

お
し
ん
地
域
文
化
振
興
基
金
」
に

よ
り
、
青
梅
信
用
金
庫
営
業
区
域

内
の
本
支
店
所
在
地
の
市
町
村
の

小
・
中
学
校
を
対
象
に
文
化
・
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
の
た
め
の

助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
寄
贈
さ
れ
た
テ

ン
ト
１
張
り
は
福
生
第
三
中
学
校

に
配
置
し
ま
す
。

組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

課 改正前 改正後

教育総務課 学校施設係

廃止

教育指導課
教育部主幹

（特命担当）

令和３年度実施計画から
主な取組を紹介します

令和３年度教育費予算の内訳

▲公益社団法人青梅法人会からの寄附贈呈式 ▲青梅信用金庫からの寄附贈呈式


